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微小くし型電極の電場変調吸収分光法への適用
實方 真臣*
Applying Interdigitated Micro-Array Electrodes to Electroabsorption Spectroscopy
Masaomi Sanekata*
A couple of interdigitated micro-array electrodes was applied to the high electric-field optical 
cell for the electroabsorption spectroscopy. The optical cell was evaluated by measuring the 
electroabsorption spectra for the thin solid films of C60/PMMA. The results show enough agreement 
with the previous ones reported on the characteristic spectra and the estimated polarizabilities of C60.
The mixed Frenkel-CT excitons have been studied in the structures and the formation mechanisms 
for the 3’rd-oder nonlinear optical processes. In results, the model for two type excitonic bands 
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𝑷𝑷 = 𝜀𝜀0(𝜒𝜒
(1)𝑬𝑬 + 𝜒𝜒(2)𝑬𝑬𝑬𝑬 + 𝜒𝜒(3)𝑬𝑬𝑬𝑬𝑬𝑬 + ⋯ )
= 𝑷𝑷𝐿𝐿 + (𝑷𝑷(1) + 𝑷𝑷(2) + 𝑷𝑷(3) + ⋯ )








た電場に対し、それらの角周波数の間に𝜔𝜔 = 𝜔𝜔1 + 𝜔𝜔2 + 𝜔𝜔3
の関係が成り立つとき、
𝑷𝑷(𝜔𝜔) = 𝐷𝐷𝜀𝜀0𝜒𝜒



















∆𝐴𝐴F = 𝐴𝐴 − 𝐴𝐴F    (6)
となる。このとき、入射光強度を𝐼𝐼0、電場印加の有無にお
ける透過光強度を、それぞれ𝐼𝐼F、𝐼𝐼とすれば、
∆𝐴𝐴F = −ln (
𝐼𝐼
𝐼𝐼0









∆𝐼𝐼F = 𝐼𝐼 − 𝐼𝐼F    (8)
とすれば式(7)は、
∆𝐴𝐴F = ln (1 −
∆𝐼𝐼F
𝐼𝐼












𝐴𝐴F(𝐸𝐸) = 𝐴𝐴(𝐸𝐸 + ∆𝐸𝐸) (11)
が成り立つ。式(11)右辺の𝐸𝐸まわりのテイラー展開は、
𝐴𝐴F(𝐸𝐸) = 𝐴𝐴(𝐸𝐸) +
𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑






𝐴𝐴(𝐸𝐸) ∙ ∆𝐸𝐸2 + ⋯ 
(12)



























































































































主たるものとして、𝜋𝜋 − 𝜋𝜋∗許容遷移（380 nm付近）、励起









































































波数 777 Hzの電圧 2.0 kVを印加したときに得られる変調
高電場 4.0 MV/cm 下において測定された試料薄膜の電場
吸収スペクトルである。このスペクトルを見てみると、電







































子分極率変化∆𝛼𝛼 [C ∙ m2/V]]と分極率体積変化（以下、分極
率変化とする）∆𝑎𝑎3 [m3]との関係は、








ては、局所因子は𝑓𝑓 ~ 1とし 5), 6)、局所電場は外部電場 4.0
MV/cmに等しいものとする。このとき、式（17）、（21）よ
り、分極率変化は∆𝑎𝑎3 ~ 410×10−24 [cm3]として得られ、
他の報告例と比較的よい一致をみることができる 8)。ここ
で、分極領域を単純中空球と仮定すると、励起子 CA吸収
は励起子半径にして∆𝑎𝑎 ~ 7.4 [Å]程度の体積膨張をとも
なう光学遷移であるといえる。C60分子の静的平均分極率





































































ター間の距離が2 − 3 [Å]程度で分子間電荷移動が起こる
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